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 論文審査の結果の要旨
 分子雲の衝撃波圧縮領域は、一般に、複雑な密度構造を示し、ガス塊に分裂した様子や、さ
 らには、星生成の徴候を示す現象も同時に観測されている。本論文は、このような事情に関連
 して、摂動を受けた衝撃波に対する衝撃波領域のガス流の振舞いと密度構造の時間進化につい
 て2次元の流体力学シュミレーションを行い、衝撃波領域でのガス塊形成の機構の解明を試み
 たものである。まず、非摂動状態として、平面衝撃波を含むガス流を設定し、衝撃波面に振幅
 と波長をパラメーターとする揺らぎを与え、その後の時間変化の様子を追跡した。分子ガスの
 冷却が非常に有効であることを考慮して、熱的には主として等温ガスの場合を考え、衝撃波の
 マッハ数、摂動の振幅と波長の異なった組み合わせからなる6箇のモデルと、熱的性質の極端
 に異なる場合として断熱ガスの場合についても2例のモデルについて計算を行った。用いた定
 式は全て無次元量で記述され、各物理量の単位を設定することで、結果を様々な状況に応用で
 きるよう工夫がなされている。全体的傾向として、摂動を受けた後の衝撃波背後のガスは衝撃
 波面に平行な速度成分を持ち、波面の進行方向に対して凹んだ波面の深部へ流れ込むようにな
 り、その部分でガスの密度が上昇しガス塊が形成され成長していくことが示された。この傾向
 は衝撃波面の変形が存続する限り継続する。しかし、ガス塊が成長すると、圧力の増加が衝撃
 波面を進行方向に押し戻し、原則的には十分な時間経過により衝撃波面は平面状態に復元し、
 ガス塊は消滅する。このことは、平面衝撃波が波面の揺らぎに対して基本的には安定であるこ
 とを示している。モデルの時間経過に及ぼす諸因子の影響も克明に調べられ、観測されるサイ
 ズと質量のガス塊の形成が十分再現可能であることが示された。また断熱ガスの場合には、ガ
 ス塊の発達も弱く、衝撃波面の揺らぎの回復も大変速くて、ガス塊形成の観点からは有効でな
 いことも示された。
 このように、本論文は、分子雲での星形成にかかわるガス塊形成の可能な機構として、衝撃
 波面の揺らぎの現象を提示し、それによる波面背後のガス流の時間変化とガス塊形成の過程を
 詳細に論述して興味ある新知見を示したもので、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度
 な研究能力と学識を有することを示している。よって木村俊哉提出の論文は理学博士の学位論
 文として合格と認める。
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